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　今年の「おぎを掘る」は、“石”にスポットを当てま
す。石はヒトにとって最も身近な道具の１つです。
その関わりは古く約250万年前以上までさかのぼる
といわれます。
　小城市内で最も古く道具として用いられたことが
確認できるのは、約２万２千年前です。市内で採れ
る石を使って狩猟具や生活用の石器を作りました。
　その後も石の種類や道具の形を作り変えながら、
現在でも石は建築部材をはじめ、さまざまなものに

「おぎを掘るⅩⅣ」を開催します
使われています。
　今回の展示会では市内の発掘調査で出土した石器
や石造物にスポットを当て、石から見えてくる小城
の歴史を紹介します。
◆期間　　９月５日（土）～10月18日（日）
◆休館日　毎週月曜日・祝日・
　　　　　９月23日（水）
◆会場　　歴史資料館　企画展示室
◆入場料　無料

▲地面にあらわになり採取された旧石器 ▲出土した石塔の復元状況 ▲小城藩邸への入口となっている石橋
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　実は、「天照大神」に由
来すると明記した資料は
ありません。しかし、類

推できる事柄がいくつか考えられます。「天山」の
由来を調べるうえで「天山社（天山神社）」の歴史を
考えなければなりませんが、あまりにも多くの説が
あって混乱してしまいます。
　「天山社」の創建については、現在公にされている
のは「大宝２（702）年、時の文武天皇の口宣（指示）
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」です。（この下宮の部分は疑念があります）
　ここでは下宮を「霊貴山」に建立とありますが、

別の資料から上宮の区域を含め一帯を「霊貴山」つ
まり佐賀平野から見て一番左の山が「霊貴山」にな
ります。
　「霊貴山」とは、天照大神の別名「大

おおひるめのむちのかみ

日霊貴神」か
らとられたものと考えられ、宗像三女神より前に「天
照大神」が祀られたと推定されます。実は上宮の近
くに大新宮（祭神・天照大神）が祭られているので
すが、それがいつからかというと、いま最も古い資
料では、「持統天皇のとき対
馬より夷族侵攻の時」（また
は、「対馬に異族が異風を広
めんと欲す」とも）、勅命に
より参議�藤原康弘が下向、
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